
平成 30年 1月 20日（土）、日本自然保護協会が足立区の帝京科学大学でシンポジウムを
開催しました。モニタリング 1000里地調査（モニ 1000）が 10年経過したことを踏まえ、
その成果で判明したことや、このような市民による調査の可能性について考える内容でした。
その中で私は天覧山での調査について事例発表を行いました。
協会では毎年調査担当者の交流会を開催しています。今回も交流の場となっていて、東京
開催のため過去最高の150人もの参加者があり、たくさんの研究者や調査担当者と情報交換
ができました。
モニ1000のような広範囲での長期的な市民調査は初めてで、延べ7万人以上が参加し、140
万件のデータが収集されました。これまで一部地区での調査結果やデータではない認知とし
て語られてきた動植物の減少といった話が、定量的に語れる時代がきたと言えます。実際に、
ノウサギが急激に減少しているなどのデータがあり、これは全国で草地環境がどんどん減少
していることが原因と思われます。私が担当しているチョウでも、絶滅した種のほとんどは、
以前は普通にあった草原が開発されたり放置されて樹林化したことが原因とされています。
報告の一つ、絶滅危惧種のチョウ・オオルリシジミの僅かに残った地域での増殖の研究か
ら、草原の野焼きがなくなったことで天敵の寄生蜂が増え、そのため増殖に失敗しているこ
とが分かりました。
天覧山だけの調査結果では、動植物の増減の原因は残念ながら明確には分かりませんが、
膨大な全国データと比較することで分かることが期待されます。今後の谷津田作業などの改
善や、ひいては全国の生物多様性の保全に貢献できると思うことで、地道な調査をさらに継
続していきたいと思いました。

会員 大石 章

「みんなでおそとであそぶの、とってもたのしいね！」
我が家の 4歳児が話したその一言が、とても印象深く今でも耳に残っています。
『森のようちえん』という自然体験を日々の幼児教育の基本とする保育が、今、日本中で静かなブームとなっています。私がその言葉
を初めて耳にしたのは今から 8年前。ずっと温めていたものを、2018年 4月 12日漸く少しだけ形にできました。
この日は親子で総勢 17名参加があり、下は 10ヶ月の赤ちゃんから上は中学校 2年生までの子ども達がほとけどじょうの里の新緑のも
とでのんびりと一日を過ごしました。初めて顔を合わせる子ども達ばかりでしたが、さすが子ども。仲良くなるのに時間は全くかかりま
せん。オタマジャクシをずっと観察したり、ぬかるみで度胸試しをする子、木にかかっているつるをひたすらひっぱる子。イラストクイ
ズにハマっている子もいたり、各々好きな遊びに夢中になっている子ども達の表情はとても輝いていて、今日開催して良かったなぁとし
みじみ思いました。てんたの作業日には多くの野鳥の声が聞こえるのですが、この日ばかりは、子ども達の笑い声や叫ぶ声が里山中に響
いていました。
当日のプログラムは、『みんなでピザを作り、自然の中
で過ごす』というシンプルなもの。子ども達同様保護者
の方も初対面の方が大半でしたが、「ピザを作り食べる」
共同作業を行う中で親しくなり、合間合間で子育て相談
や、趣味の話などで盛り上がる場も。子どもにモテモテ
のパパや、子ども以上に童心に返って遊ぶママの姿も見
られ、時間を忘れて親もリフレッシュできる、そんなひ
とときを過ごせました。
ピザ作りは子どもと大人の合作。日常でお手伝いをす
ることが無い子もピザ生地を伸ばし、ソースを塗り、ト
ッピングする作業に没頭。ついでにつまみ食いをする子
ももちろんいます！そんなピザ、もちろん美味しくでき
ました！多めに作ったつもりが、子ども達の食欲を甘く
みていました・・・。ピザが焼き上がりカットした側か
らどんどん無くなる恐怖（笑）。自然の中で食べるってな
んて楽しいの！「美味しくて止まらないよ〜」なんて声
も有り、みんなで大騒ぎしながらのランチタイムでした。
特別な遊具が無くても、一日楽しめる自然の中。普段
の生活で見落としがちな子どもへの眼差しを体感してみ
ませんか？自然の中で子どもと過ごす気持よさ、ヤミツ
キになりますよ〜！
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